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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月28日(2017.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを処理する方法であって、
　リアルタイムトランスファープロトコル（ＲＴＰ）に従って第１のアグリゲーションパ
ケットを受信することと、ここにおいて、前記第１のアグリゲーションパケットは、第１
のネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを含む第１のアグリゲーシ
ョンユニットと、第２のＮＡＬユニットを含む第２のアグリゲーションユニットとを備え
るペイロードデータによって後続される、ペイロードヘッダを備え、
　第１のパラメータに関する値を決定するために、前記第１のアグリゲーションパケット
の第１のアグリゲーションユニットである前記第１のアグリゲーションユニットを解析す
ることと、ここにおいて、前記第１のパラメータは、前記第１のＮＡＬユニットに関する
復号順序番号の１６の最下位ビットから成り、
　第２のパラメータに関する値を決定するために前記第２のアグリゲーションユニットを
解析することと、ここにおいて、前記第２のアグリゲーションユニットは、前記第１のア
グリゲーションパケット内の前記第１のアグリゲーションユニットに後続し、前記第２の
パラメータは、前記第１のＮＡＬユニットに関する前記復号順序番号と、前記第２のＮＡ
Ｌユニットに関する復号順序番号との間の差分を識別し、
　前記第１のパラメータおよび前記第２のパラメータに基づいて、前記第２のアグリゲー
ションユニットに含まれる前記第２のＮＡＬユニットに関する復号順序を決定することと
、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第２のパラメータ＋１が、前記第２のアグリゲーションユニットの復号順序番号と
前記第１のアグリゲーションユニットの前記復号順序番号との間の前記差分を指定する、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　第３のパラメータを決定するために第３のアグリゲーションユニットを解析することと
、ここにおいて、前記第３のアグリゲーションユニットは、前記第１のアグリゲーション
パケット内の前記第２のアグリゲーションユニットに後続し、
　前記第２のパラメータおよび前記第３のパラメータに基づいて、前記第３のアグリゲー
ションユニットに含まれる第３のＮＡＬユニットに関する復号順序を決定することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のパラメータに関する前記値を決定するために前記第１のアグリゲーションユ
ニットを解析することが、第３のパラメータの値が０より大きいことに応答して実行され
、前記第３のパラメータに関する前記値が、受信順序におけるパケット化解除バッファ内
のＮＡＬユニットに先行し、および復号順序における前記ＮＡＬユニットに後続する、Ｎ
ＡＬユニットの最大数を指定する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のパラメータに関する前記値を決定するために前記第１のアグリゲーションユ
ニットを解析することが、前記第１のアグリゲーションパケットに関する送信モードがマ
ルチセッション送信モードを備えることに応答して実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＲＴＰプロトコルに従って第２のアグリゲーションパケットを受信することと、こ
こにおいて、前記第２のアグリゲーションパケットに関する送信モードは、シングルセッ
ション送信（ＳＳＴ）モードを備え、
　第４のシンタックス要素に関する値が０に等しいことを決定することと、ここにおいて
、前記第４のシンタックス要素の前記値は、受信順序におけるパケット化解除バッファ内
のＮＡＬユニットに先行し、および復号順序における前記ＮＡＬユニットに後続する、Ｎ
ＡＬユニットの最大数を示し、
　前記ＳＳＴモードおよび前記第４のシンタックス要素が０に等しいことに応答して、前
記第２のアグリゲーションパケットの第１のアグリゲーションユニットが、復号順序番号
を示すシンタックス要素のインジケーションを備えないことを決定することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ビデオデータを処理する方法であって、
　ＲＴＰプロトコルに従って２つ以上のネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ
）ユニットを第１のアグリゲーションパケット内にパケット化することと、ここにおいて
、前記第１のアグリゲーションパケットは、第１のＮＡＬユニットを含む第１のアグリゲ
ーションユニットと、第２のＮＡＬユニットを含む第２のアグリゲーションユニットとを
備えるペイロードデータによって後続される、ペイロードヘッダを備え、
　前記第１のＮＡＬユニットに関する復号順序番号の１６の最下位ビットから成る、第１
のアグリゲーションユニットの第１のパラメータに関する値を設定することと、
　第２のアグリゲーションユニットに関する復号順序と前記第１のアグリゲーションユニ
ットに関する前記復号順序番号との間の差分に基づいて、第２のアグリゲーションユニッ
トの第２のパラメータに関する値を設定することと、前記第２のパラメータは、前記第１
のアグリゲーションユニットに含まれる前記第１のＮＡＬユニットに関する前記復号順序
番号と、前記第２のＮＡＬユニットに関する復号順序番号との間の差分を識別し、
　を備える、方法。
【請求項８】
　ビデオデータを処理するためのデバイスであって、装置が、
　メモリと、
　リアルタイムトランスポートプロトコル（ＲＴＰ）パケットのために構成された受信機
と、
　　リアルタイムトランスファープロトコル（ＲＴＰ）に従って第１のアグリゲーション
パケットを受信することと、ここにおいて、前記第１のアグリゲーションパケットは、第
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１のネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを含む第１のアグリゲー
ションユニットと、第２のＮＡＬユニットを含む第２のアグリゲーションユニットとを備
えるペイロードデータによって後続される、ペイロードヘッダを備え、
　　第１のパラメータに関する値を決定するために、前記第１のアグリゲーションパケッ
トの第１のアグリゲーションユニットである前記第１のアグリゲーションユニットを解析
することと、ここにおいて、前記第１のパラメータは、前記第１のＮＡＬユニットに関す
る復号順序番号の１６の最下位ビットから成り、
　　第２のパラメータに関する値を決定するために前記第２のアグリゲーションユニット
を解析することと、ここにおいて、前記第２のアグリゲーションユニットは、前記第１の
アグリゲーションパケット内の前記第１のアグリゲーションユニットに後続し、前記第２
のパラメータは、前記第１のＮＡＬユニットに関する前記復号順序番号と、前記第２のＮ
ＡＬユニットに関する復号順序番号との間の差分を識別し、
　　前記第１のパラメータおよび前記第２のパラメータに基づいて、前記第２のアグリゲ
ーションユニットに含まれる前記第２のＮＡＬユニットに関する復号順序を決定すること
と、
　を行うように構成された１つまたは複数のプロセッサと、
　を備える、デバイス。
【請求項９】
　前記第２のパラメータ＋１が、前記第２のアグリゲーションユニットの復号順序番号と
前記第１のアグリゲーションユニットの前記復号順序番号との間の前記差分を指定する、
請求項８に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　第３のパラメータを決定するために第３のアグリゲーションユニットを解析することと
、ここにおいて、前記第３のアグリゲーションユニットは、前記第１のアグリゲーション
パケット内の前記第２のアグリゲーションユニットに後続し、
　前記第２のパラメータおよび前記第３のパラメータに基づいて、前記第３のアグリゲー
ションユニットに含まれる第３のＮＡＬユニットに関する復号順序を決定することと、
　を行うようにさらに構成される、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、第３のパラメータの値が０より大きいことに応答
して、前記第１のパラメータに関する前記値を決定するために前記第１のアグリゲーショ
ンユニットを解析するように構成され、前記第３のパラメータに関する前記値が、受信順
序におけるパケット化解除バッファ内のＮＡＬユニットに先行し、および復号順序におけ
る前記ＮＡＬユニットに後続する、ＮＡＬユニットの最大数を指定する、請求項８に記載
のデバイス。
【請求項１２】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記第１のアグリゲーションパケットに関する送
信モードがマルチセッション送信モードを備えることに応答して、前記第１のパラメータ
に関する前記値を決定するために前記第１のアグリゲーションユニットを解析するように
構成される、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　前記ＲＴＰプロトコルに従って第２のアグリゲーションパケットを受信することと、こ
こにおいて、前記第２のアグリゲーションパケットに関する送信モードは、シングルセッ
ション送信（ＳＳＴ）モードを備え、
　第４のシンタックス要素に関する値が０に等しいことを決定することと、ここにおいて
、前記第４のシンタックス要素の前記値は、受信順序におけるパケット化解除バッファ内
のＮＡＬユニットに先行し、および復号順序における前記ＮＡＬユニットに後続する、Ｎ
ＡＬユニットの最大数を示し、



(4) JP 2016-519495 A5 2017.4.6

　前記ＳＳＴモードおよび前記第４のシンタックス要素が０に等しいことに応答して、前
記第２のアグリゲーションパケットの第１のアグリゲーションユニットが、復号順序番号
を示すシンタックス要素のインジケーションを備えないことを決定することと、
　を行うように構成される、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記デバイスが、
　集積回路と、
　マイクロプロセッサと、
　ビデオコーダを備えるワイヤレス通信デバイスと、
　のうちの少なくとも１つを備える、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１５】
　命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記命令が、１つまたは複数のプ
ロセッサによって実行されたとき、前記１つまたは複数のプロセッサに、請求項１乃至７
のいずれか１項に従う方法を行わせる、コンピュータ可読記憶媒体。
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